の 中の、 それ も 鬱蒼と 茂った 森林の 中の、 そして 岸に 

ぁレ あ S 

は 葦が 五六 本 ひょろひょろと 生えて いて、 緑い 藻な ど 

が 浮き、 鏡の ように 動かない 古池に、 ぼつつ リ夢 のよ 

うに 浮いて いる 睡蓮の 花 を 見たら、 きっと、 泣き出し 

たに 相違ありません。 哀しい 少女の 心に は、 睡蓮の あ 

の 可哀想な、 淋しそう で 悲しそう な、 あの 気持ちが あ 

まりに も ぴったり はいって 来る からです。 

〇 

やしま 

衰滅の 美 —— という 言葉が あります。 私達 は、 屋島 

せんびょうしつ 

の 戦いに 敗れた 平家の 話 や、 腺病質の 弱々 しい 少女 

が 荒い 世の 波風に もまれて いる 話 を 聞く とき、 その 哀 



さび 

静かな、 原始林の ような 森林に 囲まれ、 鯖の ついた 鏡 

おもて 

のよう な 池の 面に、 白い 夢の ように 睡蓮の 花が 浮い 

ています。 その まわりに、 小さい 水鳥が 浮いたり 沈ん 

だり して 遊んで いるの を 見る こと もあります。 

II 昭和 六 年 ( 一 九 三 一 年) 『新月』 四、 五、 六月 号 I 
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